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１．はじめに 
人類社会の持続的存続には、環境問題を広い視野から考え、問題の解決に向けて行動できる人材の育成が必要

である。そのような人材育成には、人文・社会・自然科学の垣根を越えた学際的で実践的な教育プログラムの構

築が極めて重要となる。その中でも実践的な環境教育への期待は大きく、2000 年には国連における日本主導の

「持続可能な開発のための教育の 10 年」がスタートし１）、日本では環境教育の推進を目的とした「環境保全活

動・環境教育推進法」が 2003 年に成立した２）。 

東海大学では、環境分野における学際的な人材の育成とその成果を、地域社会に還元することを目的の一つと

した環境憲章を 1997 年に発表している３）。また、教養学部では、広い視野を持った人材を育成するため、学部

共通科目を段階的に履修させ、実践系科目に結び付ける学部共通領域を構築している。さらに、教養学部人間環

境学科では、自然科学系と人文・社会科学系カリキュラムを融合させた人間環境領域（総合環境科学系）を構築

し、人間環境に関わる様々な問題を、人文・社会・自然科学の枠にとらわれない広い視野から考え、問題解決に

向けて行動できる人材の育成を目的に、実践的な環境教育プログラムを実施している４、５）。この特徴的な環境

教育プログラムは、2011 年度の日本学術会議環境学委員会環境思想・環境教育委員会 21 期提言の中で引用され

るに至っている６）。こうした背景のもと、我々は、様々な体験型環境教育プログラムを実施してきた７－６２）。ま

た、この沖縄諸島共生社会プロジェクトは、その前の八重山諸島共生社会プロジェクトを含めて、2012 年度か

ら継続実施している５５－６２）。 

今回は、教養学部共通実践科目である人間学 2「沖縄諸島共生社会プロジェクト」の 2020 年度実施概要につ

いて報告する。 

 
２．実施目的 

自然環境と人間活動の調和のとれた共生社会を創出していくためには、環境保全についてよく理解し、現状の

人間環境に関する問題を人文・社会・自然科学の枠を越えた広い視野から考えながら、実践的な保全活動を継続

的に行っていくことが必要である。本プロジェクトでは、沖縄本島と八重山諸島周辺の自然環境と人間生活が持

続的に両立する社会「地域共生社会の構築」を、体験をもとに学際的に考えていくことを目的とする。「貴重な

生物の保護」や「歴史と風土に育まれた文化」、「地域行政の現状」など、さまざまな視点から取り組む。また、

２０１７年度の授業プログラムに対する外部評価を参考に、施設の見学時間を確保する目的で、最初からレンタ

カーを使っての移動に切り替えたので、併せて報告する。 
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３．実施概要 
 
 本プロジェクトは、沖縄本島で歴史や文化を体験的に学んだ後、引き続き西表島で、八重山諸島の歴史や自然

を体験的に学ぶ内容となっている。 

沖縄本島では、沖縄の歴史や文化に触れ、沖縄戦の様子を伝える施設（旧海軍司令部壕、対馬丸記念館、平和

記念公園資料館、ひめゆりの塔資料館）で戦争の悲惨さを理解する見学が主となっていたが、新型コロナウィル

スの感染拡大を踏まえ、那覇市街地の施設活用は中止とした。そのため、本島北部をフィールドとした演習を充

実させた。特に、やんばるの森では、世界自然遺産登録に向けた準備が進んでいる地域での自然体験に重きを置

いた。これら本島の移動については、２０１７年度のカリキュラム評価の結果から、すべてレンタカーでの移動

に切り替えており、海洋文化館の見学を加えることが可能となったことから、今年度も継続実施した。 

西表島では、環境省の野生生物保護センターで八重山の歴史や自然の全体像を理解し、自然に触れる体験メニ

ューで貴重な自然を実体験する。加えて、環境開発現場の現状を実際に見ることで、自然環境と人間活動の調和

について考える。また、古見岳のユツンの滝までのトレッキングを試行的に組み込んだ。具体的には、表１に示

したスケジュールに従って、演習が進められた。 

 

表１．２０２０年度沖縄諸島共生社会プロジェクト実習スケジュール 

９／５  ０７：１０ チェックイン：羽田空港（０７：３０ 出発）→那覇空港（１０：１０ 到着） 

１０：３０ レンタカー営業所へ（那覇空港から送迎バスに乗車） 

１１：３０ ひめゆりの塔＆資料館 （１２：２０ 出発） 

１２：３０ 摩文仁の丘見学（平和祈念公園内）（１３：２０ 出発） 

１４：００ 旧海軍司令部壕 （１４：３０ 出発） 

１６：３０ やんばる野生生物保護センター（１７：００ 出発） 

１９：００ やんばる学びの森宿泊棟チュックイン 

９／６  ０８：３０ やんばる学びの森宿泊棟出発 

０９：００ 辺戸岬（０９：３０ 出発） 

１０：００ 大石林山ウォーキング（１２：００ 出発） 

１３：３０ ヤンバルクイナ生態展示学習施設 （１４：００ 出発） 

１５：００ やんばるの森ガイドツアー 

１７：００ やんばる学びの森宿泊棟 夕食 

１９：００ やんばるの森ナイトツアー 

２０：００ やんばる学びの森宿泊 

９／７  ０８：００ 出発 

０９：２０ 備瀬と海洋文化館（美ら海公園内）又は世界遺産今帰仁城趾見学 （１０：４０ 出発） 

１２：４０ レンタカー返却（オリックス豊見城営業所） 

１３：３０ 那覇空港（各自荷物を預けた後に昼食） 

１４：１０ チェックイン：那覇空港（１４：４０ 出発）→新石垣空港（１５：４０ 到着） 

１６：００ タクシーに乗車してしらほ珊瑚村へ 

１７：００ 空港バス４系統→市内バスターミナル 

１８：００ ホテル東横イン石垣島チェックイン 

９／８  ０７：５０ ホテルロビー集合 （※朝食は６：３０から可能） 

０８：１０ 乗船手続：石垣港（０８：３０発）→大原港（０９：１０着）西表島体験※レンタカー移動 

０９：３０ 大原港出発 南風見浜 （９：４０ 到着 ９：５０ 出発） 

１０：２０ 西表野生生物保護センター見学 （１０：４０ 出発） 

１２：３０ 浦内川流域マングローブ＆上流域植生調査（山歩き） 

１６：００ 炭坑＆月が浜リゾート開発現場＆地域産業（ミンサー織）見学 

１６：５０ 東海大学沖縄地域研究センター（打合せ） ※レンタカー返却（１台は９／５返却） 

１８：００ 「南ぬ風」宿泊 

９／9&10 ０９：００ 東海大学沖縄地域研究センター集合 

０９：２０ 網取へ 網取自然体験（カヤック、スノーケリング、トレッキング） 

１７：００ センターへ 

１８：００ 「南ぬ風」宿泊 

９／１１ ０８：００ 南ぬ風出発（レンタカー移動） 

０８：３０ 東海大学沖縄地域研究センター（総括） 

１１：５０ 安栄観光のバスで上原港へ 

１２：２０ 乗船手続き：上原港（１２：３０発→石垣港（１３：２０着） 

１３：３０ 石垣港→新石垣空港→羽田にて解散 
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４．結果と今後の展開 
学生は、配布された県立博物館学習ノートやワークシートに従い、見学や体験先での内容をまとめ、テーマを

見失うことなく、実習を行った。実習先でも、宿泊施設に戻ってから、感想を含めた意見交換による振り返り作

業を繰り返した。実習から戻った後は、各自が演習内容を踏まえ、旅のしおりを作成した。その旅のしおりの一

部は、引用文献以降のページに掲載する。 

今後の課題は、高額な費用負担の軽減、台風シーズンであることから、天候によるスケジュール変更への柔軟

な対応策、西表島内でのより効果的な演習内容の検討である。加えて、レンタカー受付の混雑を避けるため、先

発教員があらかじめレンタカーを借りておくなどの対応が必要である。 
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29）藤野裕弘・内田晴久 他：地域社会と連携した体験型環境教育の試み～環境ＮＰＯとの連携を中心に（２）～、東海大

学紀要教養学部、第４２輯、３０５－３１２（２０１１）． 
30）藤野裕弘・青木靖 他：企業のＣＳＲ活動と連携した実践系授業の展開（ＩＳＯ１４００１の活用）．東海大学紀要教養

学部、第４３輯、１５－２２（２０１２）． 
31）藤野裕弘・内田晴久他：地域社会と連携した体験型環境教育の試み～環境ＮＰＯとの連携を中心に（３）～､東海大学紀

要教養学部､第４３輯､３２９－３３９(２０１２). 
32）藤野裕弘・内田晴久 他：地域社会と連携した体験型環境教育の試み～初等中等教育と連携した人材育成を中心に（３）

～．東海大学紀要教養学部．第４３輯．３４１－３４９（２０１２）． 
33）藤野裕弘・内田晴久 他：地域社会と連携した体験型環境教育の試み～環境ＮＰＯとの連携を中心に（４）～､東海大学

紀要教養学部､第４４輯､２６９－２７８(２０１３). 
34）藤野裕弘・内田晴久 他：地域社会と連携した体験型環境教育の試み～初等中等教育と連携した人材育成を中心に（４）

～．東海大学紀要教養学部．第４４輯．２７９－２８４（２０１３）． 
35）藤野裕弘・内田晴久 他：地域社会と連携した体験型環境教育の試み～環境ＮＰＯとの連携を中心に（５）～､東海大学

紀要教養学部､第４５輯､３５５－３６７(２０１４). 
36）藤野裕弘・内田晴久 他：地域社会と連携した体験型環境教育の試み～初等中等教育と連携した人材育成を中心に（５）

～．東海大学紀要教養学部．第４５輯．３６９－３７２（２０１４）． 
37）北野忠・小栗和也 他：地域社会と連携した体験型環境教育の試み～環境ＮＰＯとの連携を中心に（６）～､東海大学紀

要教養学部､第４６輯､２３７－２４２(２０１５). 
38）岩本泰・藤野裕弘 他：地域社会と連携した体験型環境教育の試み～初等中等教育と連携した人材育成を中心に（６）

～．東海大学紀要教養学部．第４６輯．２２７－２３５（２０１５）． 
39）藤野裕弘・岩本泰 他：大学と地域が連携したスタディ・ツアーの検討．東海大学紀要教養学部．第４６輯．２４３－

２５２（２０１５）． 
40）藤野裕弘・内田晴久 他：地域社会と連携した体験型環境教育の試み～環境ＮＰＯとの連携を中心に（７）～､東海大学

紀要教養学部､第４７輯､311－314(２０１６). 
41）藤野裕弘・内田晴久 他：地域社会と連携した体験型環境教育の試み～初等中等教育と連携した人材育成を中心に（７）

～．東海大学紀要教養学部．第４７輯．３１５－３２８（２０１６）． 
42）藤野裕弘・日比慶久 他：大学と地域が連携したスタディ・ツアーの検討．東海大学紀要教養学部．第４７輯．３２９

－３３７（２０１６）． 
43）藤野裕弘・内田晴久 他：地域社会と連携した体験型環境教育の試み～環境ＮＰＯとの連携を中心に（８）～､東海大学

紀要教養学部､第４８輯．303－315(２０１７). 
44）藤野裕弘・日比慶久 他：地域社会と連携した体験型環境教育の試み～初等中等教育と連携した人材育成を中心に（８）

～．東海大学紀要教養学部．第４８輯．３１７－３２３（２０１７）． 
45）藤野裕弘・日比慶久 他：大学と地域が連携したスタディ・ツアーの検討．東海大学紀要教養学部．第４８輯．３２５

－３３４（２０１７）． 
46）藤野裕弘・内田晴久 他：地域社会と連携した体験型環境教育の試み～環境ＮＰＯとの連携を中心に（９）～．東海大

学紀要教養学部､第４９輯．３４１－３５２(２０１８)． 
47）藤野裕弘・日比慶久 他：地域社会と連携した体験型環境教育の試み～初等中等教育と連携した人材育成を中心に（９）

～．東海大学紀要教養学部．第４９輯．３５３－３５８（２０１８）． 
48）藤野裕弘・日比慶久 他：大学と地域が連携したスタディ・ツアーの検討：２０１７年度概要～知床試行演習：世界自

然遺産を活用した実践的環境教育プログラムの構築に向けて．東海大学紀要教養学部．第４９輯．３５９－３７６（２
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０１８）． 
49）藤野裕弘・内田晴久 他：地域社会と連携した体験型環境教育の試み～環境ＮＰＯとの連携を中心に（１０）～．東海

大学紀要教養学部､第５０輯．２８３－２８９(２０１９)． 
50）藤野裕弘・日比慶久 他：地域社会と連携した体験型環境教育の試み～初等中等教育と連携した人材育成を中心に（１

０）～．東海大学紀要教養学部．第５０輯．２９１－２９７（２０１９）． 
51）藤野裕弘・日比慶久 他：大学と地域が連携したスタディ・ツアーの検討：２０１８年度概要～知床試行演習：世界自

然遺産を活用した実践的環境教育プログラムの構築に向けて．東海大学紀要教養学部．第５０輯．２９９－３１７（２

０１９）． 
52）藤野裕弘・倉元隆之 他：地域社会と連携した体験型環境教育の試み～環境ＮＰＯとの連携を中心に（１１）～．東海

大学紀要教養学部､第５１輯．１３７－１４２(２０２０)． 
53）藤野裕弘・内田晴久 他：地域社会と連携した体験型環境教育の試み～初等中等教育と連携した人材育成を中心に（１

１）～．東海大学紀要教養学部．第５１輯．１４３－１４６（２０２０）． 
54）藤野裕弘・日比慶久 他：大学と地域が連携したスタディ・ツアーの検討：２０１９年度概要～世界自然遺産を活用し

た実践的環境教育プログラムの構築に向けて．東海大学紀要教養学部．第５１輯．１４７－１５９（２０２０）． 
55）藤野裕弘・北野忠 他：八重山諸島共生社会プロジェクト～自然環境と人間活動が調和した環境創出に向けて：２０１

２年度概要～．東海大学紀要教養学部．第４４輯．２９７－３０８（２０１３）． 
56）藤野裕弘・北野忠 他：八重山諸島共生社会プロジェクト～自然環境と人間活動が調和した環境創出に向けて：２０１

３年度概要～．東海大学紀要教養学部．第４５輯．３８９－４１５（２０１４）． 
57）小栗和也・藤野裕弘 他：八重山諸島共生社会プロジェクト～自然環境と人間活動が調和した環境創出に向けて：２０

１４年度概要～．東海大学紀要教養学部．第４６輯．２６１－２７４（２０１５）． 
58）藤野裕弘・小栗和也 他：八重山諸島共生社会プロジェクト～自然環境と人間活動が調和した環境創出に向けて：２０

１５年度概要～．東海大学紀要教養学部．第４７輯．３４５－３５０（２０１６）． 
59）藤野裕弘・小栗和也 他：八重山諸島共生社会プロジェクト～自然環境と人間活動が調和した環境創出に向けて：２０

１６年度概要～．東海大学紀要教養学部．第４８輯．３４１－３４７（２０１７）． 
60）藤野裕弘・小栗和也 他：沖縄諸島共生社会プロジェクト：２０１７年度概要～自然環境と人間活動が調和した共生社

会創出に向けて～．東海大学紀要教養学部．第４９輯．３８５－４０６（２０１８）． 
61）藤野裕弘・小栗和也 他：沖縄諸島共生社会プロジェクト：２０１８年度概要～自然環境と人間活動が調和した共生社

会創出に向けて～．東海大学紀要教養学部．第５０輯．３２７－３４４（２０１９）． 
62）藤野裕弘・小栗和也 他：沖縄諸島共生社会プロジェクト：２０１９年度概要～自然環境と人間活動が調和した共生社

会創出に向けて～．東海大学紀要教養学部．第５１輯．１７１－１８６（２０２０）． 
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